
～２９年４月から新たに始まる 

まちを変える介護予防・
日常生活支援総合事業 

 平成29年10月22日 

東体育館中会議室 

 

中西のぶひろと市政を語る
会 

本日はお集まりいただきありがとうございます 



■高齢者がどんどん増えている！ 

高齢化率（65才以上の人が人口の中に占める割合）が 

27％を超えました 

●4人に１人は高齢者 

  そのうちの半分は、75才以上（後期高齢者） 

  平均寿命 男：８１才  女：８７才 

  健康寿命 男：７１才   女：７６才 

 

 

 

●昭和25年（1950年）は、高齢化率は５％（20人に1人）だった 

●平成72年（2060年）には、４０％に達する予測（10人に4人） 

  「右を向いても左を見ても、高齢の人ばかり」の時代がやってくる 

男は約１０年、女は約１１年は、介護などの支援が必要になる 



■介護保険制度はありがたい 

2000年（平成12年）4月施行 

 家族の介護負担と介護費用負担から解放 

    社会全体で支える仕組み 

 

 

介護保険が始まったときから 

  要介護・要支援の認定者 

  介護保険サービス利用者 

  介護にかかる行政の費用 
 

 

約３倍になりました 



介護保険財政のピンチ 
    

 

 

 

 

 

 

  介護保険法の改正（平成２７年） 
    介護保険制度を持続可能なものにしていくための制度づくりが必要 

    安定財源の確保 

 

２０２５年問題 
   ７５才以上になると、要介護率が高くなる 

   団塊の世代の人が、２０２５年に後期高齢者になる 

 



 ２０２５年を目途にして 

   地域包括ケアシステム 

高齢者が住み慣れた地域で、自分の家で暮らすことを
基本にして人生の最後まで自分らしい暮らしができる
ように、地域で支え合うしくみをつくる 

特別養護老人ホームへの新規入所者を要介護３以上の高齢者に限定し、
在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える施設に重点化 





■生活支援・介護予防の充実 （介護予防事業が大事） 
 

市町村が地域の実情に応じて、きめ細かに実施 

   要支援の人へのサービスを、国から市町村へ移す 

   要支援の人のほか、サービスの対象者を広げる 

   サービスの幅を広げる 

 

事業者だけでなく、住民主体の取組みを含めた多様な主体に担ってもらう 

   自治会・老人会・ＮＰＯ法人など                             
   地域の支えあいが大事 

 

これまで高齢者は支えられる側と考えられていたが、支える側にも回ってもらう 

 



 地域包括ケアシステムの一番大事な事業として 

   介護予防・日常生活支援総合事業 
      （全国の自治体で平成27～29年までに義務付け） 

東大阪でも 



■ 





■基本チェックリスト実施状況（平成29年9月末現在） 

実施人数 該当者 非該当者 

27 25 2 

32 30 2 

10 9 1 

2 2 0 

0 0 0 

0 0 0 

6 6 0 

3 3 0 

3 3 0 

1 0 1 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

5 5 0 

26 25 1 

7 5 2 

3 3 0 

0 0 0 

1 1 0 

3 3 0 

1 1 0 

3 3 0 

133 124 9 



現行相当サービス事業者数 
【３２８カ所（１０月１日現在）】 

事業者数 
【７５カ所（１０月１日現在）】 

ボランティア／ＮＰＯ法人 
【６カ所（１０月１日現在）】 



現行相当サービス事業者数 
【２０１カ所（１０月１日現在）】 

事業者数 
【１６カ所（１０月１日現在）】 

ボランティア／営利法人／ＮＰＯ法人／生協 

【２３カ所（６月１日現在）】 



これからは、この事業が大事になる 

  地域間格差が出てくる 

■ 





■日常生活の中で、困りごとができたら・・・ 

 地域包括支援センター 

 社会福祉協議会 

 福祉事務所や保健センター 

 自治会 

 民生委員        など 

       





■社会福祉協議会を知っておいてほしい 

校区福祉委員会 

   小地域ネットワーク事業 

   ふれあいサロン・ひとり住まい高齢者の食事会・子育てサロン 

   地域の敬老会 

   ワンコインサービス事業 など 
 

 各種の相談 

高齢者の問題・家族間の問題・子育ての悩み・相続のこと など 

    



地域は、網の目のようにネットワーク化している 

お互いの顔が見えるようにして、支えあう仕組みづくりを
しよう 

 

地域の関係が濃密なほど、住みやすい地域といえる 

 

地域包括ケアシステムが目指しているところ 



みなさん 
  ありがとうございました 

中西のぶひろ 

東大阪市議会議員 


